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集魚灯に関する研究

第 2報 水銀灯利用イカ釣漁業試験についτ

浦 鍛 雄 (漁業第二教室〉

STUDLES ON THE FISH ALLURING-LIGHTS. 

2. ON  THE EXPERIMENTS ON  HOOK AND LINE SQUID FISHING USING 

THE FISH ALLURING MERCURY LAMP. 

Tet"uo MIURA 

(Faculty oI Fisheries， Hokkaido University) 

Tftc mercury bmp suggested in thc prcvious repor七九日 mucheffective for the source--of 

fish nlluring-Iight was made nvailnble in 問uidfishing in出eTsugaru Straits， the re~ult of 
wbich P1'Oved satisfnctol'Y， fo1' t.he IlmoUl出 ofcatch thus effectuated was 1.41..，.-3.22 times as 

much as in other c乱闘 adoptedaもp1'eSClJt.Thc nb:>ve dl1ta may Yary Ilccording to the me仇od

Thc author pointed ~ut th叫 unlessもheequipment ofぬeelectric sou1'ce is improved， the 
of thc fish al1uring mercury lnmp is hopeless. 

緒言

北海道におけるスルメイカD生産は金調水錫高白半ば以上に達するが、そD主産地は津軽海峡地方

である。漁獲D大部分法釣漁によるものであるが、ィヵ釣舶はそC殆んEが l..，.-3K.W.， 24 V.直流麗

電機に蓄電池を併用し、 18---24V.， 50-150 cp・の裸電球1-2個を舶の中央部支桂に取付けて、作業

粂集魚灯の役目をさせずいる3 釣方は二法あり、深層の 4カを釣P上げる方法をトンボ釣、浮上して

来?を時の釣方をハ4・グ釣というが、一夜のtH漁中にハネク'釣の出来る回数が多い程漁獲能率が奉がる

ので、出来るだけイカを表面に浮上させたい。と白目的の一つに上越の裸電球が朋いられている謹で

あるが、勿議集魚灯といえる程の物でもたく、叉漁法そのものが根気のいる筋肉努働だけによるの

で、最も原始的な泌業として各方面から改善が要望され，ているものである。筆者は本研究の第1報に

おいて、集魚灯光源として水銀灯が有望なるととを述べたが、乙れを本漁法に適用し、水銀灯に劃ナ

るイカの反醸を翻察して本漁法改善の可能性を検討する目的で、本試験を賓晦レたのでその結果を報

2 試験方法

集魚灯の効果は、従来姑(劃j煎舶)と集魚灯設備柏(試験舶)との漁獲成績を比較して判定すると
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とにしたJ ととろが漁獲量は灯の他にも多く白要因に左右され、灯。みによる費化だけを抽出す

るととは震際問題として非常に困難である。即ち第1に劃照般と試験船との出漁つ白、選んだ論場、

出漁回数が遣えば営然費ってくるし、第2に艦長'.7.)経験、乗組員の数、腕前、努力。程度等によっても費

ってくる。そとでとれら他の要因を出来るだけ除くために、封照舵とが験舶は同じ日t亡、同じ漁場

に、同ヒ日敏だけ出漁して第1の要因による露響を除き、叉試験を二期に分りて前期では試験船も従

来週わの施設で出漁して南船乗組員1人営りの平均漁獲量を求め、後期には試験舶に集魚灯を設備して

同様に平均漁獲量を求める.雨試験において夫々劃照船乗組員に封ずる試験船乗組員の漁獲惑を求め

ると4前期漁獲率で第2要因による影響D程度が判るので、とれが後期にも左親饗りがないものと

し、後期漁獲互容を前期漁獲量f.!tz:比較するととによ P集魚灯の効果の程度が判る@試験はとのようた方

法で行った。叉前報告に述ペたように、スルメイカの習性と現特の漁法を活かすため水上灯とし、と'

れ，を舶の中央部θ支柱に、舶の蔭.が般側から2-3m'S!"l:の海面一帯に出来るような高さの位置に

取り付けた。舶の周囲に蔭をつくったのは、明かる過ぎるとイカは行動が敏感で、散り易〈、叉釣針が

懸針なるととを見破られ逃げられてしまうからである。

3 水 銀 集 魚 灯

使用した水銀灯は、集魚灯用として特に設計され、 日本電池舎駐電機ヱ揚で製作された高座水銀放

電灯である。電球の構造を第1聞に示し

た。費光管は石英硝子で出来てゐP、球
Fig. 1. Bulb of mlercury Iamp of high vapour prr回ure.

内には少量の水銀とアルプン五斯が封入

されている。起動装置は第2圃の如き結

線で、安定抵抗及び安定Fアクトルは弧

光を安定ならしめ、安定リアクト凡は電

磁石及び翼室開閉器と共に起動用高電車E
を電灯に加えるためにも使用する。第3

固に貫室開閉器の構遣を示した。電源電

1J，Uc，んA.aιふk. 塵はD.C.何-100V.である。臓を閉
ー 一ー -T-.ー--， じると安定Pアクトルの誘起電塵によ P

伽 d包o/O4ωら.電球に高電塵が加はP賄灯するが暫くの

M切ω~・
間弧光が安定せ歩光度が低〈電球電塵12

-13V.で電流は約20A.流れる。賠灯後

4-5分で水銀が完全に燕穫し弧光が安定

して電球電塵は約70V.電流は約7A.と

tJ:って安定AA態になる。iJ{g光特性及びエ
ネJレギー分布は前報告中に越ぺであるから略する。

4 三式 験 期 問

自昭和2!年11月17日 ~同年 12 月 19 日
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前期試験011月四日-27日 後期試験:11月30日-12月19日

F句~. 2. Co間関tiondial{ram of starting ap戸凶t臨・ 5 試験舶

~必ゐ似-L

Fig. 3 Switch inserted in evacuated bulb. 

J慨 ωtι

Table 1. AVlorage amount of catch per capita 

compared with that made without me. 

rcury lamp. 

Date 

Nov. 

17 

18 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

Unit: kan t1k皿 =3.75kg)

Amount of ('Atch 

ESzhpiep rif皿oernt l I CSOh邸ip内Froirng 

bn kan 

12 15 

3 5 

65 76 

32 38 

46 81 

20 21 

24 30 

67 82 

31 39 

42 53 

Re.tio 

0.8 

0.6 

0.9 

0.8 

0.6 

1.0 

0.8 

0.8 

0.8 

0.8 

Xl =0.79 
81 =0.11 
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ウシ才丸〈日7k所属， J3.38tn. 

40トp.H.B.) 

乗組員10-18名

6 掛照舶

タキ丸〈白水所麗， 13.~tJl. 

42¥-f. H. R) 

乗組員 10ー19名

7 試験海軍

北海道渡島支嵐管内恵山附近

8 使用電源

3K. W.I00V.直流護軍機にG.s.製

AR早-6型蓄電池17個を併用

9 試験成績

第1，2表の湿りである。

Table 2. A verage amouut 01倒 chper c句ita
compared with that mode with mercu-

ry lamp. 

Amcunt of catch 

Date 
BSzhpiep rifmor entl lCSohmip qafToinr g 

Nov. • ksn kan 

30 66 30 

Dcc. 
12 4 

3 48 26 

5 61 47 

9 52 47 

10 12 6 

12 !14 68 

13 124 61 

14 85 5l 

16 34 18 

17 30 21 

18 36 43 

19 25 17 

. 

Ra北io

2.2 

3.0 
， 1.8 

1.3 
1.1 
2.0 
0.8 
2.0 
1.7 
1.9 
').4 

0.8 
1..5 

E量=1.65

8! =058 



10 経過につ ν・τ

荒天か故障等のため一方又は双方が休漁したれ試験舶が水銀灯取付けのため体漁して比較が出来

去かった日は漁期から除いてるる。前期試験で試験船乗組員の劃照船乗組員に劃する漁獲童容が小さい

のは、劃照舶の根棟地は海岸町にあp、同町には生え抜きのイカ釣本業者が多く、従って封照胎乗組

員の腕前は確な者ばかりであるが、試験舶の根横地は仲積町にあp、ととにはイカ釣本業者が少ない

ので前から成績が悪〈一般に腕前が劣っているからでるる。 1人平均@漁獲量を求めたむは、日に主

P乗組員。教が費るので綿漁獲量では比較出来ないからである。イカツ少には崎港した時持ち上りと

って各自若干持ち蹄ってしまうから買の漁獲量は判らない。特に薄漁の時はとの影響が大きく試験

には困るのであるが、何んとも致方・ない。試験成績には雨舶乗組員。持ち上りの程度を犬檀同じと昆
て考慮に入れてい泣い。

1 試験 払z 呆

前項に述ぺた仮定の下で、漁獲運転D費動は測定の誤差と考えられるので漁獲率の母集圏は正規分布

をなし、測定値はとれよりの任意標本と考えられる。現代統計拳によれぽ、 E規母集画 N(m，(J~)か
ら大きさ niD任意標本をとり、標本平均をる標本分散を 82とすれば
t ==~云ヴ，vn...，... 1

は、自由度n-lrDt-分布、に従ぃ、 t(l)絶封値が』より小さい確率がαになるようなもの値を Aaと
すれば

Pr { I三mlくAa法Il==α
即ち信頼度が αなる時の泊の信頼匪聞は

ミーん手守くmくま+Aa ，~弓
州 .o/n-l

となるととが知られている。

前期試験においては、ゐ ==0・~9， 8， ==0.11、t一分布表によれば、自由度10-1(l)時ん刈==3.25 
故に信額度が0.99の時は

0.79 -:-3.25斗ちくlllJく0.79+3.25 0.11 イ10-1 .................， ........ v.. U'TU.QU  ~而ごT

'. 0.67くmlく0.81...............・H・-…，(1)

後期試験においては、王2'ー1.6.5，& == 0.58. 上と同様にして信頼度0.99の時
1.4l<m2 <2J6…・・・川町・H ・M ・...・(2)

(1)，(2)よT 1.41くまく3.22

故に 99%の確率で水銀灯により漁獲は1.41，..，3.22倍になったものと推定される。但しとD効果は

筆者の試験方法よるものであって、俄令同じ水銀灯を用いても試験方法が異なれば逝に負。効果を示

すとともあD手専る。
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1 2 観察事項

水銀灯による新漁法の可能性を見るために試験期以外の日に試験舶を沖合比出し、白熱電灯と水銀

灯(.1:，.ちらも 100V.500¥V.)とを交互に舷側に持ってきて水面上方約2m([)高さがら梅画を照射した

ととろ、 白熱電灯の時には集まってきても直ぐ散ってしまうが、 水銀灯の時には仲々散らねばかり

で友〈数百が光源目指して跳躍し舶内に飛び込んできた。との主う完工事は、白熱電灯下ではゑいとと

で、水銀灯の出す光はイカに劃し何か特殊の作用i:及ぼすのでなはかと考えられる。水銀灯の出す光

には紫外棋を含む3日.:.......450mμ.に大きなエネルギー分布があり〈第1報所齢、 とれが水銀灯D特徴

でも遣うるが、或はと¢波長部分の作用にまるものかも知れぬ。とれについては、研究の上這って報告し

たいと考えている。術試験結乗組員は終漁日まで水銀灯D使用を喜んでいたが、とれ，は水銀灯の効果

を事貨に;:;.いで示す有力主主誼擦でもある。

以上の事責から水銀灯は現行イヵ釣に有効でるるばかりでなく、イカt'(劃する新漁法を考える場合

最も有望な光源であると考えら1れる。

13 結
品

目

津軽海峡地方のイカ釣に水銀灯が有効であれ叉新規漁法を護案する場合にも有利な光源であると

とを謹ペ"ko しかしとれを使用するには電源設備にl00V.を要し、その上水銀ランプが高慣であり附

属器具費も掛かるのゼ急速な普及は望めたい。現在の漁船c電源設備をその健縛用出来るまうに、24V.

附近で酷火する熱陰極を用いた低塵放電護光式のものが製作され，、しかも賞用化のための諸問題が遁

営に充されるならば普及するでちろう。

鯵 tt'(臨み本研究を後援された轟館市役所、試験に直接協力された日本水産禽ヰ函館支枇及び日本

電池舎祉の閥係諸氏に深謝する。
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